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論
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宇
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一

、

序

設

朱
子
撰
者
の
成
堂
同
年
次
の
決
定
に
積
極
的
根
擦
と
な
り
う
る
も
の
は
そ
の
警
の
序
文
年
夫
で
あ
ら
う
。
而
し
て
答
警
誇
銭
其
他
に
し
て
成

警
に
言
及
せ
る
も
の
も
亦
消
極
的
で
は
あ
る
が
殺
擦
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
朱
子
の
撰
著
中
広
は
ニ
の
序
文
年
失
を
は
似
く
も
の

に
困
惑
恐
間
続
、
家
殺
、
入
朝
名
医
一
一
一
一
日
行
録
、
通
笠
間
解
、
韓
文
考
異
、
周
易
参
同
契
考
具
、
楚
綜
集
註
等
あ
り
、
序
文
そ
の
も
の
を
依
く
も

の
に
伊
洛
淵
源
録
、
論
孟
集
註
、
或
閥
、
中
府
輯
，
降
、
孟
子
妥
階
、
及
び
此
所
に
論
ぜ
ん
と
す
る
潟
易
本
義
等
あ
り
て
、
そ
の
数
は
案
外
少

く
な
い
の
で

b
る
。
成
量
同
年
火
と
は
何
等
か
の
形
に
於
℃
時
一
一
日
を
成
し
た
年
次
を
い
ふ
。
そ
れ
は
勿
論
完
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
来
展
'
Hパ

更
改
さ
れ
た
と
し
て
も
、
何
等
か
の
形
に
於
℃
ー
ま
づ
一
-
膝
の
成
時
一
一
向
を
見
た
る
年
次
主
意
味
す
る
。
故
に
成
世
一
周
年
次
は
必
や
し
も
刊
行
年
次
と

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
論
孟
集
註
の
如
く
朱
子
の
青
山
志
に
反
し
℃
平
く
刊
行
さ
れ
た
が
、
か
く
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
蓄
を
比

た
例
も
多
い
が
、
然
し
撰
箸
に
到
し
て
著
し
く
良
心
的
で

b
っ
た
朱
子
自
ら
は
我
惑
の
後
と
節
、
度
々
更
改
し
て
容
易
に
刊
行
し
な
か

っ

た
。
太
極
闘
設
解
の
如
き
は
四
十
歳
段
、
に
成
饗
あ
り
な
が
ら
、
十
九
年
後
に
始
め
て
刊
行
し
た
が
、
か
く
の
如
き
著
し
き
例
も
あ
ゐ
a

朱
子
は
日
切
に
就
い
℃
本
義
と
感
蒙
を
作
っ
た
。
こ
の
外
に
易
俸
を
加
へ
ん
と
す
る
者
が

b
る
が
、
之
は
後
越
の
如
く
伊
川
易
体
の
訣
入
で

あ
る
。
感
蒙
が
浮
烈
丙
午
募
容
の
成
警
な
る
は
そ
の
序
に
よ
れ
J

て
明
瞭
で

b
る
が
、
本
経
は
序
文
を
紙
き
諸
説
何
れ
も
根
擦
を
持
た
守
口
こ

の
小
論
に
於
℃
は
佼
宜
上
ま
づ
易
体
非
朱
子
敢
闘
設
を
述
べ
、
次
に
本
義
の
成
金
同
年
次
に
根
擦
を
求
め
私
論
を
試
み
た
い
と
思
ふ
。

ニ
、
易
俸
非
朱
子
番
説
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府
知
体
主
以
℃
朱
予
の
警
と
な
せ
る
は
綴
振
孫
の
警
鍛
解
題
に
始
ま
り
、
馬
氏
文
献
通
考
、
宋
史
婆
文
志
、
之
に
従
び
、
絞
義
考

ι五
つ
℃

供
と
い
ふ
。
陳
氏
自
く

易
体
十
い
傘
、
本
義
十
二
港
、
易
忠
一
存
家
一
傘
、
換
一
本
間
一
待
部
持
議
新
安
朱
苓
一
一
疋
悔
撲
。
初
得
易
俸
制
川
王
弼
本
、
ん
以
以
呂
氏
古
易
絞
骨
仰
木

義
。
英
大
己
同
時
間
市
郊
詳
一
皆
川
、
営
列
九
随
、
末
列
撚
法
大
峰
、
設
義
班
点
象
部
一
一
一
一
ロ
ョ
砕
家
之
回
目
、
本
協
書
、
原
卦
設
、
明
者
笈
、
考
鑓

点
兄
四
筋
。
ハ
番
録
解
題
恋
一
)

と
a

之
に
譲
れ
ば
朱
子
に
は
最
初
主
犯
本
を
用
ひ
し
易
体
の
あ
り
し
こ
と
、
並
び
に
そ
の
本
義
に
九
脇
挟
法
の
附
録
あ
り
し
こ
と
を
知
ゐ
。

然
し
之
等
は
何
れ
も
米
子
の
も
の
で
は
な
い
。
後
者
に
就
い
℃
は
就
に
主
白
問
の
否
定
説
あ
り
、
年
議
考
m
北
(
並
び
に
白
川
本
堂
存
薬
各
一
の

問
問
易
本
義
九
臨
論
に
詳
し
。
前
者
に
就
い
て
も
亦
白
川
は

今
湾
之
文
集
、
語
録
‘
皆
未
嘗
言
有
易
停
本
義
之
具
、
後
一
糸
纂
斡
諸
蓄
亦
未
宥
一
一
一
同
及
此
者
1

不
知
陳
氏
何
撲
部
一
広
然
也
。
門
年
議
混
ぜ
説
(
各
二
、

六
左
〉

と
一
取
者
を
同
一
?
と
み
て
ハ
年
譜
考
異
巷
二
、
ム
ハ
左
〉
陳
氏
の
相
建
あ
わ
と
い
ふ
を
凝
っ
て
ゐ
る
が
、
易
体
非
朱
子
叫
一
一
向
に
関
し
て
は
明
一
一
一
一
目
し
て

ゐ

た

い

。

‘

右
は
朱
そ
の
校
定
に
な
る
伊
川
易
体
主
混
閉
山
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
子
自
身
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
混
ぬ
と
す
る
所
乞
簡
単
に
列
奉
ず

れ
ば
次
の
五
僚
と
な
る
。

ω年
譜
、
行
獄
、
議
書
附
志
、
一
迩
骨
一
一
両
堂
時
一
一
回
目
等
皆
殺
辻
ざ
る
こ
と
。

∞
.
正
仰
木
を
周
ひ
て
易
伴
を
作
り
し
は
初
任
伊
川
に
し
て
朱
子
之
を
川
ム
と
い
ム
は
そ
の
本
訟
に
灰
る
も
の
た
る
こ
と
。

古
文
周
易
十
二
信
州
、
上
総
ブ
下
経
、
上
h

一
示
、
下
泳
、
上
繋
、
下
繋
、
文
一
一
一
一
目
、
一
訟
卦
、
序
札
山
、
雑
卦
也
。
上
会
以
下
山
之
伴
、
相
伴
夫
子
所

探
、
渓
人
約
十
湖
。
鮮
康
成
始
以
家
象
泌
総
文
、
正
問
刀
〈
以
文
一
一
一
一
ロ
附
乾
坤
二
卦
、
程
体
的
之
。
及
朱
子
作
本
一
哉
、
ル
枚
一
民
一
来
日
口
氏
所
定
之

本
、
分
潟
経
二
各
停
十
傘
、
市
側
象
日
家
日
文
一
一
一
一
ロ
臼
諸
後
靖
之
文
。
子
同
党
千
余
年
数
飢
之
卦
一
一
回
、
後
然
復
正
。
(
周
易
本
義
緋
託
、
、
九
州
側
一
)
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と
議
機
の

へ
る
が
如
し
。

ゆ
従
つ
℃
大
設
は
川
掃
加
詳
り

理
に
M
M
℃
治
ぜ
・
子
。
仰
と
な
れ
ば
壬
潟
本
芝
府
ひ
た
る
易
博
と
れ
中
川
氏
古
易
を
同
市
ひ
た
る
本
義
と
は
大
凶
日
決

し
℃
は
じ
か
ら
や
7
.

根
本
的
広
松
遺
す
。

ゆ
え
築
一
品
開
類
中
明
ら
か
げ
山
伊
川
易
停
と
い
ム
も
の
を
除
い
℃
、
山
平
に
易
停
と
い
へ
る
も
の
は
一
品
類
に
見
え
守
、
文
集
巳
尖
の
ト
一
斉
設
け
池
山
川

来
る
。
然
し
之
等
は
何
制
作
も
伊
川
易
博
中
ピ
指
す
も
の
に
し
℃
、
朱
子
の
も
の
と
は
ら
る
e

へ
き
も
の
は
皆
無
な
り
。

。
易
傍
八
時
，

今
作
苦
、

七
AA
護
士
A
h
-
K
ヲミ
G

「
、
文
集
一
一
一
一
一
一
、
二
ヘ
長
詩
収
J

eBAs-
信
託
制
も
r

ヲ
戸
石
什
A
u

目
的
恭
」
f

米
支
公
交
集
」

託
判
例
街
州
事
連
左
布
。
此
常
一
一
叫
ん
I
数
ぃ
混
在
本
、
川
一
山
山
川
f

小
品
一
縞
B

O
小
本
易
体
品
川
多
談
字
、
己
令
鬼
子
共
東
大
本
。
へ
は
拾
阜
市
一
廷
で
し
九
…
巳

/
'
ρ

一-
s
g
t
t
ι

↓aa可、

。
新
本
小
本
易
体
荘
一
化
、
純
一
鍍
溺
不
必
依
官
本
作
対
日
勿
程
氏
待
。
へ
は
集
結
五
い
け
五
…
M
J

〆

A
ヤ

2

5

t

i

寸
ノ
川
、

O
易
体
於
校
之
初
ベ
父
、
作
有
不
絡
小
人
之
品
。
へ
は
集
一
一
Y
V
A
M
J

J

T

Z

E

4
引

4

省、

。
松
氏
~
内
弟
戸
公
、
得
議
易
体
乃
h
八
子
山
川
町
そ
欲
知
比
八
選
者
、
求
之
於
此
長
欠
。
へ
は
築
制
一
い
い
一

ω
3

〆
A

J

e

亭
-

1

4

j

u

j

‘、

。
総
集
待
借
及
，
賂
刊
行
一
一
一
潟
、
止
法
長
沙
側
同
本
、
知
日
物
簿
…
号
沿
流
作
品
減
、
祭
文
相
川
作
機
子
之
獄
、
符
説
家
以
立
改
い
介
。

Q
易
体
千
淡
、
核
術
好
石
、
然
-
研
一
務
理
一
布
。
(
倣
集
制
一
一
一
一
十
一
句
)

j
t
P
3
3
4
1
3
ト
メ
お
む
章
、

止
ヂ
主
E
がわ

j
三
バ
刀
法

へ
は
時
一
剛
院
札
一
4
4
)

治
政
純
一
一
一
は
之
.
合
同
市
長
議
此
却
。
(
…
首
脳
六
一
γ

一
M
)

。
側
近
者
之
十
本
総
挙
探
易
体
之
心
本
命
令
一
、

〉
漁
n
m
事
。
ヘ
交
築
ぷ
六
、
一
一
一

O
主
J

2
1
F
f
f一
符

郷

子

上

、

」

コ司
H
M
h
導
‘
注
品
張
。
ヘ
文
第
六
O
一
一
一
流
布
J

く
j

J
宇

j

j

i

f
符

繰

る

は

」

。
易
体
側
以
未
成

3
.
政
不
般
向
。
近
党
議
名
不
徳
一
保
有
所
進
、
磁
欲
錦
之
川
町
入
、

得
m

均
的
使
卒
得
。

(
M
A七
十
一
一
一
吋
)
へ
年
法
弘
行
晃
一
一
、
ん
パ
友
語
。

ゆ
.
克
巳
決
定
的
に
は
乾
道
瓦
年
朱
子
同
十
歳
の
折
、

f

印
私
川
悦
…
人
向
得
、

が
校
選
芯
壱

/

a

，d

、、
!
a
r

，，&

リ
ハ
有
一
本
、

民
タ
抄

伊
川
易
体
ぃ
パ
踏
を
校
し
℃
川
品
川
主
成
し
℃
ゐ
る
ニ
と
r
t
ゐ
る
。
陳
氏
は
之
と
混
同
し
た
も

の
で
あ
る
。
朱
J

ず
が
伊
川
易
俸
を
絞
し
℃
議
を
成
し
た
次
第
は
突
の
通
り
で
あ
る
。

mMち
乾
進
五
年
十
月
既
刊
な
の
手
段
校
本
伊
川
先
生
易
体
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後
ん
に
於
℃
京
莱
は

L
a
-
-一
円

U
A
二九一

iιta--Jヘ
、
ご
し
L
J
i
、リバリ
1
1
f
、
r
f
b丸一
-r
、十ム工、

わ
り

H
2
4
3
:…ドト

huド
宇
都
皇
制
作
山
人
'
Mィユ
ド

校
一
日
u
引
け
病
治
抜

年マ一
Jpe

之
牛
た
七
-k'd工、、

'
吐

3
7叶p
・
哨

i
b
'
J
ノ
1
1
y

ノ

aHμν

州
市
計
約
之
。
什
市
丸
所
版
本
。

1
1
ト
げ
は
苧
ヘ
j

戸〕

4
1
a
r
k
-

H
jノ恥
d
w
z
q
h会

ル
ド
。
近
復
作
新
小
町
朱
京
一
五
約
一
川
一
パ
。
山
門
校
給

ι一
、
一
混
合
片
氏
朱
一
小
ふ
川
、

子
自
孝
之
共
同
典
、

制
作
之
以
作
知
有
事

父
従
小

s
f
f
九

奄

噂

1
5
3
J
A
も

i

~

J

8

1

4

 

H
M
J
F

、
，

f
ド
f
よ

3
a
L
W
事

2
・
与
、
.

M
V
本

是
正
作
、
h

丸山
γ
、
雌
小
本
品
川
刊
州
知
一
泣
州
出
、
川
似
説
本
亦
浅
山
社
幾
心
。

/
以
来
文
集
在
七
，

と
米
子
近
広
ぜ
る
伊
川
易
体
わ
る
h

低
迷
ぺ
℃
ゐ
る
。
之
に
光
し
凡
つ
亡
川
年
一
見
朱
子
よ
り
点
茶
に
山
内
へ
た
る
ヤ
一
向
に

川
将
M

熱
波
側
、
:
・

:
U
M一
停
ぃ
ハ
蹄
.

i，
レ
〕

i-凡
γ
rむ
丘
円
も

れ
V
よ
1
A
1
1
v・
永
小

クJ!
JJi 
413 

FA"hl.2手
t

‘.

d

明
芸
討

中等

九
s
r
.
i
n
u
q
h
E
Lし
吾

1
3
J
L
リ
ヰ
H
h
'

か
え
I
d
s
予
告
エ
ャ
Q

ノ
1
1和
行

2
f
γ
ふ
義
務
費

F
£
日
い

出
抗
数
依
別
統
共
之
、

L
し
£

k
t
了
ぷ
j
k
u
J
之
、

o

i
曹
司
似
し

1
H
お
忠
告
ク

長
在
ー
し
白
河
1
3
4
完
む
寺
島
。
ヘ
交
集
一
一
一
一
一
.
い
一
山
一
三

-
1
J
f
r
i
J
Jれ
H
f
i
ノ

1

1

H

K

ノ

A
a
j
s

戸，

z，
λ

j

f

J

i

z
以
」

/，

h

s

g

I

J

L

↓Z
E
¥
 

‘p
f
J
4
r
.
革
、

:
1
1手

ノ
L
I
T
S
F
Z
Z

託
制
例
術
州
建
左
右
。

此
北
川
A
I
数
民
有
ト
午
、

と
自
ら
誌
を
成
し
た
る
こ
と
を
地
ペ
℃
ゐ
る
。
足
に
川
県
莱
は
工
準
る
や
れ
い
十
法
一
本
b
b
朱
fr
に
沿
っ
℃

印
一
部
拝
約
、
小
口
一
史
岱
一
校
鋭
、
絞
(
丘
一
川
一
及
川
H
M
令
一
件
修
由
。

(
M
5
1
H、
町
J

J

τ

L

l
ノ

A
/

，AS

今

日

、

委
州
易
体
日
銀
十
工
、

、~
f
Lい
い
は
け
r
E
A
は
H
司、，

ノ
d
F
j
l
f
J
1
1
b
怒

と
一
五
つ
℃
ゐ
る
。

以
上
五
つ
の
脱
出
に
よ
り
、
隊
氏
の
所
沼
易
俸
は
伊
川
易
停
と
混
同
せ
る
も
の
た
る
こ
士
主
明
ら
か
に
し
た
。
両
し
℃
乾
道
瓦
年
伊
川
易

仰
を
校
し
た
る
事
笠
は
後
述
の
作
間
一
九
年
一
立
六
月
一
断
定
の
日
中
川
氏
五
易
桜
和
竣
つ
℃
品
本
一
立
の
成
吉
年
央
を
娩
年
に
在
り
と
す
る
投
広
に
役
玄

つ
も
の
で
あ
る
。

一
一
一
一
易
本
義
戒
警
年
次

一
土
白
川
の
朱
子
年
譜
に
か
船
山
間
一
年
了
時
間
易
本
一
一
一
牝
成
る
と
い
ひ
、
字
決
雨
年
譜
を
挙
げ
ざ
る
は
、
同
じ
く
こ
の
一
保
の
み
あ
り
し
お
じ
し

℃
、
来
矯
の
原
年
諮
に
も
亦
然
ら
ん
と
℃
五
九
川
の
従
び
し
も
の
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
そ
の
基
く
所
を
知
ら
宇
D

一
土
氏
自
ら

n
五
六
ム
成
(
〉
ハ
五
七
ι成
)

易
本
義
郎
不
知
所
撲
出
唱
。
李
徴
之
序
一
一
一
一
日
、
成
於
乙
巴
・
丙
午
之
郎
、
九
V
M

以
十
字
序
銭
正
a

t

と
言
へ
ど
そ
の
根
撲
を
一
夜
さ
や
ノ
。

李
微
之
の
序
邸
ち
一
誌
類
銭
銭
李
性
樽
後
序
ハ
朱
子
波
後
一
ニ
十
八
年
〉
に
は
弐
の
如
く

(
年
譜
考
呉
二
、
六
左
)
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易
本
義
一
啓
一
家
、
成
一
終
乙
巴
丙
午
之
向
。

と
機
家
主
一
刻
へ

τゐ
る
。
之
は
持
家
の
浮
紹
山
内
午
夕
暮
春
応
接
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
持
家
の
方
は
そ
の
序
に
よ
り
動
か
な
い
。
戎
の
如
き
摂

嬢
民
よ
り
十
字
微
之
の
序
の
正
し
き
こ
と
b
b
論
殺
し
℃
み
た
い
。

ωi朱冶・
4

と
東
架
の
答
書
記
し
宅
一
府
文
集
広
見
え
る
も
の
は
、
そ
の
大
部
分
撰
務
に
綴
す
る
も
の
で
殊
に
朱
子
の
も
り
が
多
い
。
こ
れ
は
米
子

と
市
軒
と
の
一
問
答
辞
一
向
に
封
し
℃
著
し
い
相
透
す
あ
る
。
答
品
佑
恭
百
一
一
一
述
、
輿
朱
ー
待
議
六
十
五
活
の
内
、
米
子
の
掛
か
，
芽
げ
山
一
蹴
す
る
も
の
は
尖

の
通
り
で
あ
る
。

答
IH} Ei-
伯
:務

!ul i司l'fィ〕IH} Ihj i司f司前 i司!司

入

!司

一一七七
問。間関間

人

伊
川
易
簿

a
4
1五

タ
ク
絹
雲
行
録

淵
源
録

淵
源
録

ー
、
ー
と
一
年
ヂ
臨
写

f
i
i
i
 

長
〉

f
ノ
t
f
さ
H

一八

精
義

1，1) 

札
バ
警
灘
、
鋭
録

liす

F、

h
ド
ペ
少
3
4主
p
s
3
H
7

、

?
活
ゴ
j
z
h
，

耳
目
玉

y
k
m
L
s
J
3

務
誤
認
f

タ
ご
わ

通
鑑
一
鱗
臼

4建

同

一胞鏡

11立

近
怒
鋒

間
犠
二
一
様
、
近
思
銭

!司

近
怒
鋒
3

持
議
、

1司 lii) ーパ，
F
1
 i
 

lfiJ IWJ 立
は
d

会

2
8
1
 

4
t
 
i
 

七

J

一
主主七:)し一一O

二
時
二
八

nulh

、

n
f
t
F
 

五四
…八

1
3
5
F
 

1
ノ
令

t
b

太
極
閥
解

太
税
制
側
、
同
銘
解

太
極
総
体
制
解
、
活
銘

太
極
説
，
精
義

泌精
鑑義

制
沼
氏
宮
市
告

訴
H
V
η

詑
必
が

間
品
川

AAιν

匹、
1
?
と
1

誘

拐

事

タ

菩

-
斗
装
、
問
崎
原
京

，Y
U
1

，‘》
dgW21ν

，h江J

-A
問問一紙叶豆一

nb廷

、，d
‘H
芸
科
・
官
事
A

ユゴ

ロ
ム
綱
川
村
今

3
託
手
4aT仏
本

ヰ一一・
4rdpAイ

ι
t
c一
r
4
4丘
出
許

混同
H
甘

uh弘
ぶ

羽
H
V
説
6
A蕊
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i可，r司

近
思
銭

近
忠
録

槌
氏
遺
替
、
外
諜

網
目
、
近
忠
鈴

詩
体

同

j忌

祭
儀

い
青
山
定

求
f
J
'
d

議
鐙
鱗
詩

集
侍
(
詩
)

II耳
::JL 
.ti. 
m 

i母

五
五.

Il守

-
L
A
L
 

コJ
I
-
-
A

!可

ノ、

j討j

liiJ 

ム
ハ
問

J
h
f

、一

三
ι
J
f

八一

然
し
れ
切
本
義
広
綴
ず
る
も
の
は
皆
無
ぜ
あ
る
。
一
期
答
警
を
お
熊
す
る
こ
と
巳
ょ
っ
℃
未
牧
録
の
も
の
が
柏
常
あ
る
ニ
と
は
容
易
に
推
測
さ

れ
る
が
、
火
一
等
に
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
次
の
現
出
む
よ
る
。

∞
一
束
楽
が
「
古
文
周
易
経
俸
十
二
第
」
を
定
め
た
の
は
浮
駒
山
八
年
朱
子
五
十
二
歳
の
折
で
翌
年
六
月
米
子
は
之
に
序
し
て
ゐ
る
。
朱
子
は
之

ρ

応
よ
っ
て
本
義
十
一
一
容
を
作
っ
た
も
の
台
、
磁
波
に
四
経
を
羽
げ
し
た
時
に
は
序
文
北
ハ
に
そ
の
ま
L

踏
襲
し
た
の
す
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
涼
烈

八
年
の
「
議
所
定
古
周
易
十
一
一
篇
後
」
(
京
菜
築
七
‘
五
左
)
と
淳
照
九
年
夏
一
六
月
庚
子
朔
丘
の
「
蕃
路
湾
所
刊
易
経
後
」
ハ
文
集
八
一
一
、

一
一
一
一
-
右
〉
に
よ
っ
℃
明
ら
か
す
あ
る
。
六
十
一
歳
始
め
て
門
市
川
氏
古
易
を
刊
し
た
の
す
は
た
く
、
瓦
十
一
一
一
歳
の
折
の
も
の
を
綴
裂
し
た
も
の
た

る
は
臨
海
巴
刊
し
た
る
序
文
に
見
え
℃
ゐ
る
。
之
巳
ょ
っ
℃
朱
予
の
本
義
を
作
h

り
た
る
は
少
く
と
も
五
十
一
一
十
歳
以
後
に
あ
る
こ
と
を
確
め
得

る

と

忍

ム

。

ま

ω易
本
義
広
就
い
℃
論
守
る
も
の
は
文
集
rw
ム
ハ
偲
所
、
話
料
朗
r
h

一
一
一
個
所
致
見
さ
れ
る
。
ま
づ
語
類
に
見
え
た
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
易
本
義
は

n
却
を
以
て
純
粋
げ
何
十
謹
一
の
潟
と
見
た
も
の
で
あ
る
。

方
一
叔
問
、
本
義
何
事
以
ト
栄
一
一
銭
主
。
一
日
豆
須
熟
議
正
文
、
築
審
注
解
毒
蓋
主
易
象
象
文
畳
一
同
各
在
一
ぃ
践
、
至
宝
弼
始
合
怨
一
、
後
世
諸
儒
途

不
敬
輿
移
動
・
主
義
‘
廷
須
熟
議
正
文
、
久
常
喜
。
(
開
墾
ハ
対
十
肌
が
ど
長
)

二
の
艶
米
一
ず
は
相
鴬
-
路
傍
b
b
持
つ
℃
ゐ
た
『
}
と
は

い
養
続
可
支
蓉
莱
本
義
γ
一
方
静
養
務
一
間
一
興
科
執
務
参
考
。
如
来
着
一
警
究
会
薬
品
耗
却
童
相
一
品
i

輩
、
未
録
一
徳
一
務
所
持
拡
也
。
袋
一
…
。
街
路
)

n司
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拡
~
鬼
ら
れ
る
が
ι

然
し
偽
遺
憾
一
友
数
が
b
り
不
十
分
で
あ
っ
た
9

日
後
世
若
有
揚
子
雲
必
軒
之
ム
犬
、
市
意
不
甚
於
易
本
義
。
葦
先
生
之
意
、
口
ハ
欲
作
ト
笈
用
、
市
銭
先

鋭
議
室
-
本
多
、
そ
話
器
禁
日
未
来
鋭
、
故
不
能
不
一
慈
悲
恨
一
五
9

(

数
九
以
後
所
関
)

易
本
義
不
調
滋
建
凡
下
骨
議
議
此
書
、
毎
於
先
儒
之
設
、
有
所
不
快
、
国
以
妄
意
、
管
見
一
一
一
、
亦
不
自
意
推
専
一
4
4

此
。
向
恨
古
堂
開
放
失

問
見
取
鳴
門
今
司
会
設
脱
出
不
能
率
業
、
不
知
明
単
位
何
門
的
数
之
、
一
史
認
A

諮
問
菜
、
母
使
有
待
於
後
世
之
子
宮
4

0

(

紋
麟
一
回
側
、
主
解
)

先
生
於
詩
停
、
向
間
以
怨
無
復
遺
根
、

伊
部
し

τ未
定
義
の
ま
L
諮
問
山
第
印
さ
れ
た
。

本
義
未
能
成
妻
、
両
得
人
鵜
山
川
、
一
再
行
摸
印
、
有
誤
観
覧
9

砂
け
蒙
本
欲
撃
者
豆
就
大
倖
所
一
一
一
日
卦
護
者
数
奇
教
導
不
如
、
過
怨
浮
設
‘
同
自
今

線
之
、
袈
締
法
問
洛
堂
問
、
亦
未
発
有
利
認
可
(
枇
機
能
一
一
一
一
切
ぶ
諮
一
つ
一
七
宕
)

議
議
此
番
、
嘗
有
私
認
，
未
定
出
怨
入
停
山
内
事
印
、
近
雑
牧
段
雨
俸
布
己
多
不
知
曾
見
之
苔
。
北
ハ
設
嫌
米
・
氏
、
然
大
柴
可
見
、
街
此
求
之
、

山
門
小
川
泌
総
精
密
努
布
告
。
又
詩
作
弊
泊
三
者
、
亦
吋
じ
板
一
代
不
公
H

見
7
3官
、
全
紘
一
述
、
試
宕
如
何
。
(
紘
一
一

h
r
v
o
J
3
1、
二
ハ

-J

欲
不
可
後
、
不
治
流
体
己
到
凡
間
品

げ
訳
易
恕
亦
有
味
、
:
:
:
;
:
:
茶
之
謬
説
、
本
未
成
謀
、

ヘ
文
潤
六
、
一
一
一
一
布
、
年
諜
一
一
、
一
七
右
J

f

持

楊

伯

起

、

七

O

」

即
ち
忽
託
す
未
定
義
の
ま
L

刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
定
書
と
し
℃
の
易
本
誌
は
成
批
判
と
な
り
作
た

の
官
あ
る
。
訴
し
て
一
史
に
注
意
す
べ
き
は
布
に
見
る
如
く
件
袈
と
並
認
さ
れ
℃
ゐ
る
こ
と
や
}
あ
る
。

技
時
議
出
印
授
、

延
知
錯
誤
、

山
山
一
こ
の
事
笈
に
投
窓
し
℃
み
る
と
易
本
義
が
未
定
警
の
ま
tA

犠
出
段
印
さ
れ
た
の
は
作
家
の
成
誌
と
ほ
ど
時
b
L
M
b
う
せ
る
こ
と
を
知
ゐ
a

大
抵
易
之
替
、
本
傍
ト
笈
孫
作
、
:
:
:
務
亦
本
筆
共
説
。
今
授
妹
二
卦
上
H

京
事
共
他
文
義
米
後
者
多
、
未
能
卒
業
、
姑
以
侠
後
段
之
子
諜

五・
4

}

恋
人
嘗
縦
一
小
説
向
、
略
偽
装
数
純
一
概
一
事
井
N
M
m
均一献
Q

(

敗

d
八
ト
純
一
一
句
羽
年
謙
一
一
、
二
ハ
右
)

こ
の
「
近
え
嘗
縦
一
小
道
い
の
一
小
警
の
一
小
番
と
は
勿
p

論
将
変
の
二
と

t
b
る
か
ら
こ
の
答
議
は
五
十
七
蔵
引
の
も
の
官
あ
り
，

M
A

幕
一
叢
働
時
以
燦
節
之
官
求
之
.
稲
待
作
介
護
卦
之
弐
第
。
:
:
:
五
於
秘
文
，

亦
叡
慮
心
一
誠
之
、
部
路
焼
兆
一
二
、

巨巾
1
.
、
T
宅し口語、

-
j
4
4
s
河
川

J
C
仔仙
V
F
依

別
便
放
下
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日
小
敢
山
内
介
幣
以
求
必
述
、
如
此
却
似
明
石
符
日
均
一
意
思
、
亦
川
白
川
純
祭
北
ハ
設
耐
未
成
告
。
手
一
於
品
川
河
卦
撚
符
之
法
‘
期
以
〈
嘗
有
一
党
m
，
技
印
以
伴
、

名
目
料
品
宍
不
知
似
氏
支
同
日
ル
キ
心
不
日
。
(
徴
集
航
。
十
一
…
句
も
加
害
一
、
一
六
布
)

之
は
そ
の
後
間
も
な
く
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
本
義
と
将
家
主
並
認
し
ほ
ど
時
を
同
ヒ
く
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
作
家
の
成
書
作
攻
、
は
そ

の
序
に
よ
り
い
作
柳
川
内
午
w
林
容
た
る
事
硲
笈
な
る
故
、
本
義
が
未
完
治
問
の
ま
L
鵜
出
筏
印
さ
れ
た
の
は
李
性
俸
の
い
ふ
如
く
乙
巳
丙
午
の
山
に

あ
る
と
見
℃
小
説
文
へ
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
李
性
停
序
に
は
嘉
照
戊
戊
凡
一
止
一
元
自
の
年
火
あ
り
、
朱
子
淡
後
一
一
…
十
八
年
む
に
常
る
。
李
性
俸
は

朱
予
の
直
弟
子
で
は
な
い
が
米
子
の
撃
に
詳
し
く
兄
滋
停
と
兆
に
話
類
の
税
者
で
あ
る
。
中
学
性
徳
一
序
中
叫
が
、
蒋
の
成
害
年
次
に
及
べ
る
も
の
は

す
べ
て
誤
謬
b
b
後
見
し
符
な
い
か
ら
も
こ
の
易
本
義
の
成
義
年
次
も
亦
定
め
し
減
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
之
を
決
山
知
広
根
嫁
付
け

る
材
料
を
後
見
し
符
な
い
の
は
甚
だ
遺
憾
五
桜
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
き
板
減
か
ら
治
紙
的
で
は
あ
る
が
そ
の
挟
ら
ざ
る
こ
と
を
友
殺
し
ね

た
と
怒
ふ
。

倫
参
考
の
矯
米
子
の
撲
著
全
部
ハ
文
集
所
裁
の
論
文
を
除
く
)
の
成
骨
一
一
同
年
次
試
論
b
L

一
覧
表
に
す
れ
ば
次
の
如
く
た
る
。
成
者
年
次
b
L
体
制

宇
る
の
は
そ
の
警
の
質
在
を
挟
擦
と
し
℃
の
論
で
あ
る
か
ら
場
米
子
行
紋
以
下
の
諸
菩

E
挙
げ
℃
そ
の
震
設
げ
い
資
し
た
。
F

郷
批
正
を
賜
は
ら

ば
拳
義
一
治
一
様
で
あ
り
ま
す
。

防
関
一朱

;予

i撰

支

斡
(
浸
後
二
一
M

司
越
樹
掛
川
創
創
間
五
び
〉

未

子
P34ih行
j

除
い
i
t

郡
一
謙
一
波
議
叩
湖
沼
i

p

f

E

J

三宮=

!芋

丈

i母

[~守

:f:i 
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